
令和５年６月２０日（火）
５年３組 【知，技】
体育館
杉澤大輝

【思，判，表】

【学，人】

○
○
○

○学習カードを用いて，見つけた自己の課題に適した場を選ぶことができるようにする。
○課題解決のために，見つけたこつや技のポイントを他者に伝えることができるようにする。

（３）研究の視点に関わる主な手立て　（☆運動に意欲的でない児童への配慮）
学びへ誘い込む 学びをつなげる 学びを分かち合う

５．単元目標

６．「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の視点で構造的に捉えた単元イメージ

【思考力，判断力，表現力等】

【学びに向かう力，人間性等】

（４）期待する子供の気付き
学びへ誘い込む

【知識及び技能】

○技の完成イメージを持つための
　お手本
○個に応じたできたを実感するための
　スモールステップの場

○自己の課題を把握するための技の
　チェックポイントを示した学習カード
○課題解決に合った場を示し，選ぶ
　ための学習カード
○前時との技の出来栄えを見比べる
　ためのタブレット端末

○技を見る視点を明確にする
　ためのこつを全体共有する時間
○出来栄えを見合いやすくす
　るための動画撮影をする立ち
　位置の明確化
☆できそうを支えるための補助のやり方

○回ったり，体を支えたりすることが
　楽しい
○技ができるとうれしい
○できる技が増えるとうれしい
○技をつなげられるようになりたい
○もっと新しい技に挑戦したい

○「できている」か「できていない」かは
　仲間に見てもらう必要がある
○技にはできるためのこつがある
○チェックポイントで課題を見つけ，
　マスターポイントで課題に合った
　練習をすると技ができそう
○前よりも技がうまくなった

○こつを見つけると仲間にアドバ
　イスしやすい
○補助をし合うと技の出来が高まる
○撮影，補助，声かけの役割分担を
　すると課題見つけや解決がしやすい

後ろ転がり 支持での川跳び 後転 壁倒立 伸膝後転 開脚後転

２．領域の特性

３．単元で身につけたい資質・能力の系統表

（１）児童の実態 （２）教材について

思

考

力

，

判

断

力

，

表

現

力

等

知

識

及

び

技

能

学

び

に

向

か

う

力

，

人

間

性

等

時間

７．本時の目標（５時間目／全６時間）

８．本時の展開
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第５学年３組　体育科学習指導案 ４．指導によせて
日　時
学　級
場　所
授業者

１．単元名 「どこまで技をつなげられる？目指せ完全制覇！チャレンジクエスト！（器械運動　マット運動）」

（中学校）高学年中学年低学年

学びをつなげる

回転系や巧技系の基本的な技を安定して行ったり，その発展技を行ったり，それらを繰り返したり組み合わせ　たりすることができるようにする。
自己の能力に適した課題の解決の仕方や技の組み合わせ方を工夫するとともに，自己や仲間の考えたことを他　者に伝えることができるようにする。
約束を守り助け合って運動をしたり，仲間の考えをや取組を認めたりすることができるようにする。

学びを分かち合う

学習
課題

・発展技は，基本技よりも「勢い」を生み出す難し
　さがある。そのため，基本技と発展技の中核とな
　る技能に目を向けるきっかけとして期待できる。
・技をつなげて行うと，「安定した着地」が必要に
　なる。安定した着地のためには，１つ１つの技の
　ポイントを見直し，深めることで，ポイントを自
　分のこつとして，溜め込むことが期待できる。
・技ができるためには，技につながる基礎感覚を獲
　得する必要がある。技を行う場と技につながる基
　礎感覚の場を行ったり，来たりすることで自分の
　課題を見付けることにつながる。また，技の出来
　栄えを知るために仲間に見てもらう必然性が生ま
　れる。お互いの動きを見合うことで，自己の課題
　を再確認したり，仲間のつまずきを解決したりし
　て共に高め合う学習をすることが期待できる。

中学年では，３年生で，回転系の前転や後転を中心に学習し，４年
生では，側方倒立回転のような腕で体を支えて行う技を中心に学習
した。技には挑戦しているが，基礎感覚を養う経験が乏しく，局面
ごとの動きのポイントが技のポイントとつながっていない子が多
い。

高学年の器械運動は，「マット運動」，「鉄棒運動」及び「跳び箱運動」で構成され，回転したり，支持した
り，逆位になったり，懸垂したりすることなどの技に挑戦し，その技ができる楽しさや喜びを味わうことので
きる運動である。

ICT機器を用いて，自分の動きを撮影し，動きの善し悪しを確認する
ことには長けている。しかし，何が原因でうまくいかないのか原因
を見つけ，改善していくように視点を持って動きを見る経験が乏し
い。

することがわかると，「できる」「できない」に関係なく，積極的
に運動に取り組む。自分の考えを全体に広げたり，みんなの前で見
せたりすることには消極的。

ゆりかご かえるの足打ち 前転 首はね起き 補助倒立前転 補助倒立 補助倒立前転 補助倒立

前転がり うさぎ跳び 易しい場での開脚前転 開脚前転 開脚前転 頭倒立

だるま転がり 腕立て横跳び越し 開脚後転 頭倒立 倒立ブリッジ 倒立ブリッジ

丸太転がり 肋木 補助倒立ブリッジ ロンダート 側方倒立回転

かえるの逆立ち 側方倒立回転 頭はね起き 頭はね起き

・器械・器具を用いた簡単な遊び方を工夫す
　るとともに，考えたことを友達に伝える。

・自己の能力に適した課題を見付け，
　技ができるようになるための活動を
　工夫するとともに，考えたことを友達
　に伝える。

・自己の能力に適した課題の解決の
　仕方や技の組み合わせ方を工夫す
　るとともに，自己や仲間の考えたこと
　を他者に伝える。

・技などの自己の課題を発見し，合理的な
　解決に向けて運動の取り組み方を工夫す
　るとともに，自己の考えたことを他者に
　伝える。

・運動遊びに進んで取り組む。 ・運動に進んで取り組む。 ・運動に積極的に取り組む。 ・器械運動に積極的に取り組む。

・決まりを守り誰とでも仲よく運動を
　する。

・約束を守り助け合って運動をする。 ・よい演技を認めようとする。

・順番やきまりを守り誰とでも仲よく運動を
　する。

・仲間の考えや取組を認める。 ・仲間の学習を援助しようとする。

・友達の考えを認める。 ・場や器械・器具の安全に気を配る。 ・一人一人の違いに応じた課題や挑戦を認め
　ようとする。

・場や器械・器具の安全に気を付ける。 ・場や器械・器具の安全に気を付ける。

・健康・安全に気を配る。

技ができるためには何が大切だろう それぞれの技の出来栄えを良くするためには何が大切だろう できるようになった技をつなげる時に大切なことは何だろう

技の善し悪しを知ることで自分の出
来栄えを評価できると分かる

それぞれの技のチェックポイントを確認し，仲間と技の出来栄えを見合いながら自己の課題　に適した場で練習することが
できる

着地をピタッと止めることで次の技にスムーズにつなげるこ
とができる
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・学習活動
○期待する児童の気付き

☆予想される児童のつまずき

○教師の指導・留意点
☆配慮を要する児童への指導
・評価規準（評価方法）

９．準備物（学習カード・場の設定等）

評価規準

知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度

1 2 3 4 5 6

６．チャ レンジクエストに挑戦
・タブレッ トで撮影

①約束を守り，仲間と助け

合おうとしている。

②仲間の考えや取組を認め

ようとしている。

①タブレットを使ってお手本

と動きを比べて，自己の課

題を見つけている。

②学習カードを用いて見つけ

た自己の課題に適した場を

選んでいる。

③課題解決のために，見つけ

たこつや技のポイントを他

者に伝えている。

①自己の能力に適した回転系や

巧技系の技の行い方について

言ったり，書いたりしている。

②自己の能力に適した回転系や

巧技系の技を組み合わせて

行うことができる。

４．こつを共有

２．予備運動

１．オリエンテーション

５．ふりかえり

１．予備運動

３．こつ を見つける

（側方倒 立回転，ロンダート）

３．こつを見つける（前転，後転系） ３．こつを見つける（倒立前転）

３．めあての確認

４．ペアが見る視点を確認

２．めあての確認，前時までの出来チェック

３．チャレンジクエストに挑戦

４．発表会

３．チャレンジクエストに挑戦

４．技に挑戦

チェックポイント→自己の課題発見

自分の出来栄えを知る

・場の選び方 ・学習カードの使い方

・タブレットの撮影方法

５．課題を確かめる

６．技に挑戦
・タブレットで撮影

７．ふりかえり

５．チャレンジクエストに挑戦

６．ふりかえり ５．ふりかえり

回転の勢い

タイミングの声かけ

・場の説明

・ゆりかご

・大きなゆりかご

・ゆりかご開脚立ち

・かえるの足うち

・手押し車前転

・かえる倒立

・頭倒立

・技の紹介

・頭越しで勢いを生むこと

ペア

倒立の勢 い→手を横にひねる

前時までの出来栄えと比べる

・次の技につながる着地をすること

・次の技につながる着地になっているか

チャレンジクエスト

自己の課題に適した場

技のつながり

倒立姿勢

チャレンジクエスト

自己の課題に適した場

技の出来栄え

正しい動き方を知る

技の善し悪しを知る

マスターポイント→課題に適した場

・ゆりかごチャレンジ・かえるの足うち・手押し車前転・かえる倒立・頭倒

１．予備運動

・ゆりかごチャレンジ・かえるの足うち・手押し車前転・かえる倒立・頭倒立・壁倒立

中核

・足の割り ・視線 ・腕支持

中核

・手足の つき方

・まっすぐな逆さ姿勢になること ・片手ず つで逆さ姿勢を支えること

中核

・順次接触 ・手のつきはなし

出来栄え チェック（ひざの伸び具合）補助

【自己の課題に適した場】

【スモールステップ】

壁倒立

段ボール川とび越し
（側方倒立回転）

よじ登り逆立ち
（側方倒立回転，倒立前転）

坂道マット
（開脚前転，開脚後転，伸膝前転，

伸膝後転）

ソフトマット
（倒立前転）

ゆりかご

１．回転，逆さ，腕支持などの技に必要な基本

的な動きを取り入れた予備運動をする。

○ゆりかごで勢いよく立ちあがるにはリズム

が大切と気付く。

○逆さになる時は背中に力を入れると良いと

気付く。

２．チャレンジクエストをやってみたり，前時

の映像を確認したりして本時の学習課題を

確認する。

本時の主発問

技と技をつなぐためには何が大切だろう

３．チャレンジクエストを行い，技を美しく

見せためのポイントを見つける。

○技が１つ終わるごとに動くと見栄えが良

くないと気付く。

○着地が決まってから次の技にすぐ移ると

スムーズに動けてかっこいいと気付く。

４．試したことを基に技をつなげるポイ

ントを共有する。

○着地をピタッと止めて次の技に移ると

美しく見えると気付く。

○開脚前転の着地で動いてしまうから着

地の練習をしたい。

☆できていない技がたくさんあるからど

れを練習したらいいかわからない。

５．着地をより安定させるために自己の課題

となる技に適した場で練習する。

○仲間に自分の課題を伝え，見てもらうこと

で課題に対するできばえが分かると気付く。

○仲間ができるようになるために，課題に

対する気付きを伝えようとする。

☆課題が決められず，自分に合った場が選

べない。

○ゆりかごはリズムを意識して勢いを生むこと，

逆さ姿勢は視線を意識してバランスを取ること

を声かけする。

○前時までの学習を振り返りながら，本時の課題

を提示する。

○前時の動きを確認することで，自分が課題とす

る技を明確にできるようにする。

○学習カードのお手本動画を見て，技と技のつな

ぎ目に注目するように促す。

○学習カードを使い，着地をピタッと止めるため

には，それぞれの技のチェックポイントを意識

することが大切だったことを確認し，自分が着

地に課題がある技を明確にするように声をかける。

☆学習カードに貼っている技の映像を一緒に振り

返って，着地が不安定な技を一緒に絞る。

○自分が課題にしている技をペアに伝え，タブレ

ットを使って技の出来栄えを確認し合えるよう

にする。

○課題に適した場でお互いの動きの中で気付いた

ことを伝え合うように声かけをする。

☆課題に適した場を学習カードを一緒に見ながら，

選べるようにする。

○「良くなったこと」と「もっとこうしたいこと」

を共有することで，次時の課題を持てるようにす

る。

思②（行動観察） 思③（行動観察）

【学習カード】全８種類

【チャレンジクエスト】全４種類

ステージからはね起き
（頭はね起き）

６．練習したことを活かして，チャレンジ

クエストに挑戦する。

○自己の課題に適した場で練習したこと

が技に活かせているか試している。

○着地を安定して決め，次の技にスムーズ

につなごうとしている。

○タブレットを使って，動画を撮影し，前時まで

の姿と比較して，本時の学びを振り返られるよ

うに声かけをする。

７．チャレンジクエストでの動きを振り返り，

本時の学びをまとめる。

○着地をピタッと止めることで，次の技に

スムーズに入ることができ，美しく見せ

ることができると気付く。


